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管理論文の集中対策！
見出しは本文の要約！
本文を読んで、　　　　 を考え、
埋めてみよう！

本書の
使い方

巡査部長
警部補
警部

階級別の掲載で
学習しやすい！

警　部
穴
う
め
で
理
解

勢を的確に把握し、管内の治安情勢に与える影響を見通す能力が求められる。
⑷　 ❸

所属長の意を汲
く

み、他課の業務運営にも積極的に参画し、部外協力者とも密
接な関係を保持するなどの連絡・調整を図り、総合力を発揮することが求めら
れる。
⑸　信頼感の醸

じょう

成
せい

と保持
上司からの信頼を得て、部下・同僚から尊敬されるため、自らには厳しく他
人には優しく接し、公私を問わず清廉かつ健全な姿勢・態度が求められる。
⑹　業務内容の確認点検
○�　限られた予算と人を使って能率を上げることができるよう常に注意を払う。
○�　業務について結果を確実に報告させ、自らの眼で確認点検する。
⑺　身上等に係る情報収集力の向上

様々な機会を利用し、職員の身上把握や職場の人間関係等に細かい心配りを
行うなど、常にアンテナを高くし、情報収集に努める。
⑻　 ❹
組織の活性化、厳正な規律の保持の観点から、部下の勤務態度、勤務実績等
を適正に評価する。
⑼　公平な処遇

常に部下との人間関係を円滑にし、仕事に集中できるよう、部下を公平に扱
う。
⑽　 ❺
前例踏襲、旧態依然の状態ではなく、必ず原点に立ちかえって、問題意識、
改善意欲をもって、常に新たな目で見直すことに努める。

4　おわりに
警部として、自らの立場と役割の重要性を認識し、日々変化する警察事象に対
応しながら部下の指導育成に当たるとともに、求められる資質と能力を高めるた
めに不断の努力を重ね、国民から信頼される強い警察組織の構築に努めなければ
ならない。

警部は、警察課長として警察署長を補佐し、担当業務を管理し、職員の身上
把握・指導を行うなど、警察組織の中でも重要な階級である。
そこで、警部として求められる資質と能力について、あなたが思うところを

述べなさい。

1　はじめに
警察署においては、地域住民の安全安心を確保することが最大の使命であり、

これを実現するための警部の立場・役割は非常に重要であることから、警部は、
警察署の業務運営の扇の要といっても過言ではない。

2　警部の立場と役割
○�　警部は、管内の治安維持の最高責任者である警察署長を補佐して、警察署の
業務運営に携わる重要な立場にある。

○�　各課の課長として、部下の能力を最大限に発揮させ、効率的な業務運営を行っ
ていくことが求められている。

○�　警察署全体の管理運営という視点も併せ持つ必要があることから、必要な各
課相互の連絡・調整を図る役割を果たしていかなければならない。

3　 ❶
⑴　熱意と豊かな人間性
不正を憎み悪と対

たい

峙
じ

する姿勢と、困難な課題も必ず達成するとの熱意を堅持
し、部下の失敗をフォローする前向きで豊かな人間性が求められる。

⑵　 ❷
事件事故等の現場は画一的なものではないため、いかなる事案が発生しても

対応できる知識・技能、指揮能力、決断力が求められる。
⑶　洞察力と先見性
常に国民の目線で仕事に取り組む必要があることから、日々変化する社会情

警部としての資質と能力

〈〈　本文を読んで空欄部分（見出し）を考えてみよう。　〉〉

答案例
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❶�警部としての資質と能力　❷�指揮能力と決断力　
❸�部内外との連絡・調整　❹�適正な実績評価と信賞必罰　
❺�問題意識と改善意欲

解答例 を埋めて重要キーワードを覚えよう

072 073

警部補
穴
う
め
で
理
解
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エ　部下の指導育成

部下の特性、知識、経験、能力等を個別に把握し、職務執行に必要な指導
を行い、部下の実務能力の向上に努める。

オ　他課係との連携
平素から同僚、他課係と緊密な連携を保持し、情報の共有、専門的知識・

技能の活用、相互支援等により組織総合力の発揮を図る。

3　具体的な取組方策
⑴　 ❹

自ら担当職務の第一人者を目指し職務に精通するとともに、指導力の研さん
に努める。

⑵　管内実態に適合した迅速な業務対応の展開
事件事故処理の後追いのみに忙殺されることなく、地域の安全や住民の安心

に寄与できる犯罪の抑止及び検挙の業務展開を行う。
⑶　 ❺

部下の特性、能力、経験等を的確に掌握し、これらを十分に発揮させる業務
管理を行う。

⑷　幹部相互間及び他課係との緊密な連携による組織総合力の発揮
平素から、報告・連絡を始め、プロジェクトチームによる対応等・署内及び

部門間相互の協力関係を強固なものにして、組織総合力の発揮を図る。
⑸　 ❻

平素からの対話や意思疎通により、相互の理解と信頼感の醸
じょう

成
せい

を図ることに
より、風通しの良い職場を構築して不平不満の把握・解消を図る。

4　おわりに
警察を取り巻く諸情勢が厳しさを増す中において、プレイング・マネージャー

として、部下を適切に指導監督しながら、部下を通じて仕事の実績を上げ、現場
責任者として実働しつつ、自らの職責を全うしていく所存である。

警部補の立場と役割を踏まえた上で、それを果たすための具体的な取組方策
について述べなさい。

1　はじめに
警部補が機能している組織は実績が向上し、非違事案も少ないとも言われるほ

ど警部補は組織の中核的存在であることから、警部補は、その責任が非常に大き
いものであることを認識するとともに、自らの立場と役割について理解していな
ければならない。

2　 ❶
⑴　 ❷
○�　中級幹部として上司の補佐
○�　現場幹部として担当業務を管理する責任者
○�　同僚及び他課係との連絡協調者
○�　実働幹部として部下を指導育成する責任者
○�　中級幹部として上下間の意思疎通のパイプ役

⑵　 ❸
ア　業務の推進
管内情勢や業務の推進状況を的確に把握し、これを適宜、報告・連絡、意

見具申すると供に、指揮命令に基づき業務を推進する。
イ　担当業務への精通�
担当業務のスペシャリストを目指し、自ら工夫、研さんに努め、部下を指

導できる知識・技能を体得する。
ウ　業務の適正管理
自ら適正な職務執行に努めると供に、部下の業務推進状況について検証し、

的確な管理監督機能を果す。

警部補の立場と役割

〈〈　本文を読んで空欄部分（見出し）を考えてみよう。　〉〉

答案例

❶�警部補の立場と役割　❷�立場　❸�役割　
❹�担当業務への精通と指導力の強化　
❺�部下の身上及び勤務実態に基づく業務管理の徹底　
❻�風通しの良い職場の構築と非違事案の防止

解答例 を埋めて重要キーワードを覚えよう

046 047

巡査部長
穴
う
め
で
理
解
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⑶　部下の育成と指導監督
○�　部下の指導育成は、人的基盤を強化する上で特に重要な業務であることを
認識する。

○�　段階を踏んで着実に知識・技能を身につけさせ、警察官として成長するよ
う熱意を持って当たる。

○�　長所を伸ばし、短所を是正し、不足を補う指導監督を徹底する。
⑷　失敗に対する対処
○�　部下の失敗に対する安易な叱責は、部下を萎縮させ、失敗自体を隠蔽する
などの非違事案に直結するおそれがある。

○�　まずは上司に報告して組織に乗せるなど、適正に対処する。
⑸　幹部としての姿勢の保持

部下を指導監督する立場にあることを常に自覚するとともに、巡査部長とし
てふさわしい言動を心掛ける。

⑹　身上把握の徹底
○�　身上把握は、部下を指導監督するに当たって最も基本的かつ重要なもので
ある。

○�　形式に流されることなく、あらゆる機会を通じて部下の身上把握に努める。

4　おわりに
巡査部長が、自らの立場を正しく認識し、その役割を果たすことは、組織管理

上非常に重要である。巡査部長として、部下の指導監督を通じて組織の人材育成
に努めるとともに、各種業務を積極的に推進し、国民の期待と信頼に応えていく
所存である。

部下を指導監督しながら、自らも第一線現場で活動する巡査部長の立場と役
割について述べなさい。

1　はじめに
警察が国民の安全と安心を守り、その期待と信頼を勝ち取るためには、「実働

の中核」として第一線で活動する巡査部長の役割が非常に重要となっている。巡
査部長は、その立場と役割を正しく認識し、積極的に部下の指導監督や事案の対
処に当たらなければならない。

2　 ❶
⑴　良識の涵

かん

養
よう

と ❷
巡査部長は、常に社会の変化に目を向け、教養の蓄積と良識の涵養に努める

とともに、巡査部長としてふさわしい人格を保持し、知識技能を身につけるた
めの� ❷ に努めなければならない。

⑵　 ❸
巡査部長は、あらゆる警察活動において、真に国民のための警察を実現する

ことを活動の基準とし、積極果敢な職務執行を自ら実践しなければならない。

3　 ❹
⑴　管内の実態把握
管内の事件事故発生状況や地形・地物、危険箇所等について確実に把握する

ほか、住民の意見・要望等についても、あらゆる活動を通じて把握する。
⑵　組織活動の原則
全ての警察業務は最終的に組織として行うものであるから、部下任せにする

ことなく、部下と共に遂行し、結果については上司に適時的確に報告する。

巡査部長の立場と役割

〈〈　本文を読んで空欄部分（見出し）を考えてみよう。　〉〉

答案例

❶�基本的姿勢の堅持　❷�自己啓発　❸�警察改革の精神の体現�
❹�巡査部長の立場と役割

解答例 を埋めて重要キーワードを覚えよう

020 021

管理論文問題と答案
⃝  見出しが穴埋めだから覚えやすい！
⃝ 見出しを覚えることで、答案構成が摑める！

解答例
⃝  まずは解答例を見ずに、答案例の 

内容から見出しを考えてみよう！

巡査部長
穴
う
め
で
理
解
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⑶　部下の育成と指導監督
○�　部下の指導育成は、人的基盤を強化する上で特に重要な業務であることを
認識する。
○�　段階を踏んで着実に知識・技能を身につけさせ、警察官として成長するよ
う熱意を持って当たる。
○�　長所を伸ばし、短所を是正し、不足を補う指導監督を徹底する。

⑷　失敗に対する対処
○�　部下の失敗に対する安易な叱責は、部下を萎縮させ、失敗自体を隠蔽する
などの非違事案に直結するおそれがある。
○�　まずは上司に報告して組織に乗せるなど、適正に対処する。

⑸　幹部としての姿勢の保持
部下を指導監督する立場にあることを常に自覚するとともに、巡査部長とし
てふさわしい言動を心掛ける。

⑹　身上把握の徹底
○�　身上把握は、部下を指導監督するに当たって最も基本的かつ重要なもので
ある。
○�　形式に流されることなく、あらゆる機会を通じて部下の身上把握に努める。

4　おわりに
巡査部長が、自らの立場を正しく認識し、その役割を果たすことは、組織管理
上非常に重要である。巡査部長として、部下の指導監督を通じて組織の人材育成
に努めるとともに、各種業務を積極的に推進し、国民の期待と信頼に応えていく
所存である。

部下を指導監督しながら、自らも第一線現場で活動する巡査部長の立場と役
割について述べなさい。

1　はじめに
警察が国民の安全と安心を守り、その期待と信頼を勝ち取るためには、「実働

の中核」として第一線で活動する巡査部長の役割が非常に重要となっている。巡
査部長は、その立場と役割を正しく認識し、積極的に部下の指導監督や事案の対
処に当たらなければならない。

2　 ❶
⑴　良識の涵

かん

養
よう

と ❷
巡査部長は、常に社会の変化に目を向け、教養の蓄積と良識の涵養に努める

とともに、巡査部長としてふさわしい人格を保持し、知識技能を身につけるた
めの� ❷ に努めなければならない。

⑵　 ❸
巡査部長は、あらゆる警察活動において、真に国民のための警察を実現する

ことを活動の基準とし、積極果敢な職務執行を自ら実践しなければならない。

3　 ❹
⑴　管内の実態把握

管内の事件事故発生状況や地形・地物、危険箇所等について確実に把握する
ほか、住民の意見・要望等についても、あらゆる活動を通じて把握する。

⑵　組織活動の原則
全ての警察業務は最終的に組織として行うものであるから、部下任せにする

ことなく、部下と共に遂行し、結果については上司に適時的確に報告する。

巡査部長の立場と役割

〈〈　本文を読んで空欄部分（見出し）を考えてみよう。　〉〉

答案例

❶�基本的姿勢の堅持　❷�自己啓発　❸�警察改革の精神の体現�
❹�巡査部長の立場と役割

解答例 を埋めて重要キーワードを覚えよう

020 021
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管理論文の集中対策！
見出しは本文の要約！
本文を読んで、　　　　 を考え、
埋めてみよう！

❶ 巡査部長の立場・役割
実動部隊員として
業務を推進

第一線の現場において、直接県民と接しながら仕事を進めていくこと
から、県民目線の警察活動を推進する必要がある。
ポイント  県民の要望・意見を丁寧に聴取し、組織を挙げて警察活動に
反映させる。

係長の補佐 円滑な係運営に積極的に関与することが求められており、業務多忙な
係長の右腕として係長を補佐する。
ポイント  係長の意を配し、係長と係員とのパイプ役となり、風通しのよ
い職場環境の構築に努める。

部下の指導・育成 部下の育成については、人的基盤を強化する上で特に重要な役割であ
ることをよく認識し、特に若手警察官の早期育成に努める。
ポイント  段階を踏まえて着実に知識・技能を身につけさせるよう、熱
意と工夫を持って実施する。

❷ 警部補の立場・役割
プレイヤーとしての
執行力

特に警察署における警部補は、第一線で担当する警察業務を部下と共
に遂行するプレイヤーという立場で係の目標を達成することが求めら
れる。業務実績向上のキーマン的存在。
ポイント  知識、技術、技能のどれをとっても、部下を指導できるような
ノウハウや能力、信頼性を持つ。

マネージャーとしての
業務管理

係長として、業務を管理し、上司を補佐し、部下を指導教育するマネー
ジャーという立場であり、また、職場の責任者として、部下の能力・
チームとしての能力を最大限発揮させ、県民のためになる成果を上げ
なければならない。
ポイント  柔軟な発想により、個々の業務の合理化・効率化を図るなど、
働き方改革を推進し、働きやすい職場環境の構築に努める。

他の課・係との
連携、調整

組織の目標達成のための業務推進に役立つ情報等を、他の課・係と連
携して共有する。
ポイント  他課の係長等と円滑な調整、連携、協力に向けて、良好な人間
関係の構築や円滑な業務の推進に努める。

知っておこう！　階級ごとの立場・役割6

017

はじめての管理論文

まずはじめに……
昇任試験は、落とすためのものではなく、 

「誰を昇任させるか」を判断するものです。

論文試験は、基本 4 法、実務科目もありますが、管理論文とは、
警察組織の課題・目標について、 

「幹部として何をすべきか」という切り口で 
受験者の知識・考え方・意気込みを書かせるものです。

警察組織の期待
　「将来の警察を担う幹部を昇任させたい」
　「１人でも多く上位の階級に昇任してほしい」

　階級ごとに、求められる答案の内容・深度が異
なります。
　階級が上がるほど責任が増し、次のようなチカ
ラが求められます。
　◯ 自らを律し、学び続ける力 
　◯ 管理する力 
　◯ 人を動かす力 
　◯ 時代の変化に対応できる力 
　◯ 危機に対応できる力

管理論文ってなに？1

007

「管理論文ってどんな試験？」
「何を書けばいいの？」
「答案の書き方は？」
そんな疑問をカンタン解決！

各階級の立場・役割を掲載

はじめての管理論文
⃝  初めて巡査部長試験を受ける方、必読！
⃝  警部補、警部試験を受ける方は、

基本の復習にも！
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本書の使い方.......................................................................................................................................................2

職務倫理の基本..................................................................................................................................................6
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 1   巡査部長の立場と役割....................................................................................................................20
 2 士気高揚と厳正な規律の保持....................................................................................................22
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（警察職員の職務倫理及び服務に関する規則２条２項）

職務倫理の基本

１　	誇りと使命感を持って、	
国家と国民に奉仕すること。

２　	人権を尊重し、公正かつ親切に	
職務を執行すること。

３　	規律を厳正に保持し、	
相互の連帯を強めること。

４　	人格を磨き、能力を高め、	
自己の充実に努めること。

５　	清廉にして、	
堅実な生活態度を保持すること。
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